
阿戸議員の「防災について」のうち「防災資機材の備蓄場

所について」のご質問からお答えいたします。 

防災資機材につきましては、総合体育館を主たる備蓄場所

として、その多くを集中管理しておりますが、避難所機能の

強化を図るため、指定避難所及び福祉避難所への分散配置を 

段階的に進めております。 

次に「防災資機材の備蓄計画について」でありますが、 「災

害用備蓄食等の整備方針」に基づき、計画的な購入と備蓄に

努めております。 

次に「有珠山噴火と津波に対する準備の完了見込について」 

でありますが、繰り返し噴火が発生し、長期間の避難を強い

られる 「有珠山火山災害」を基準に 備蓄量を計画しており、

食料品等の消費期限を有する備蓄品につきましては、令和５

年度からローリングストック方式による計画的な更新を進

めており、令和９年度に初回の整備が完了する予定でありま

す。 

次に「有珠山噴火に係る周辺自治体との共同備蓄について」

でありますが、平成２０年に「災害時等における北海道及び

市町村相互の応援等に関する協定」を締結し、食料・飲料水・

生活必需品等の物資提供やあっせんを受けられる体制を確

立しており、今後もこの協定をもとに周辺自治体との連携強

化を進めて参ります。 

次に「住民の避難計画について」でありますが、地域防災

計画及び有珠山火山避難計画において避難計画を定めてお

り、今後も適切な避難行動につながるよう努めて参ります。 

次に「避難所におけるボランティアの活用について」であ

りますが、令和４年に、伊達市社会福祉協議会との間に災害

ボランティアセンターの設置及び運営に関する協定書」を締

結し、災害発生時における円滑なボランティア受入れに係る 

体制を整えております。 

次に「避難所における応援消防の対応について」でありま



すが、緊急消防援助隊の受入場所等に係る実際の運用につい

て、西胆振行政事務組合消防本部及び伊達消防署との協議を

終えており、災害時の応援受入体制については整えておりま

す。 

次に「移住定住について」のうち「大滝区における特色あ

る移住定住策について」でありますが、特色のある施策とし

て、大滝区の住宅事情を考慮した公営住宅の有効活用による 

住宅対策を進めております。 

次に「大滝区における学校存続のための子育て世代の優遇

策について」でありますが、子どもの医療費を全額無料にす

る児童生徒 医療費助成や高校生以上の学生に対する通学定

期運賃助成を実施しております。 

次に「大滝区における移住定住に係る専従職員の配置と地

域おこし協力隊の活用策について」でありますが、伊達観光

物産公社コミュニティ推進室で実施している移住・定住「人

の誘致」推進事業において、大滝区との連携を更に深めた移

住対策に取り組むとともに、専従職員や地域おこし協力隊の

活用等を含めた施策に係る研究を進めて参ります。 


